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～ 取得できるデータについて ～



解析の全体の流れ

⚫ ゲル内の解析はCLIQSで、ゲル間の解析はCLIQS 1D Proで行います。

⚫ ゲル間の解析の場合は、CLIQSでゲル内でのバンドマッチングを行った後に、
CLIQS 1D Proで異なるゲル間でのバンドマッチングを行います。

ゲル1

ゲル2

レーン検出・バンド検出・Rf補正 パターンマッチング
系統樹解析

レーン検出・バンド検出・Rf補正 パターンマッチング
系統樹解析

CLIQS CLIQS 1D Pro



CLIQS ソフトウェア



① 各バンドの分子量やバンドボリュームの数値データ

➢ テーブルに表示させるデータを左の項目から選択できます。

➢ 数値データはすべてExcelファイルあるいは画像データとして
エクスポートできます。



② レーン間（サンプル間）でのバンドボリュームの比較データ

➢ テーブルに表示させるデータを左の項目から選択できます。

➢ 数値データはすべてExcelファイルあるいは画像データとして
エクスポートできます。

➢ レーン間でのバンドマッチングを行うことにより、レーン間（サン
プル間）で対応するバンド同士の比較が可能になります。



③ レーン間（サンプル間）でのバンドの有無のマトリックスデータ

➢ 数値データはすべてExcelファイルあるいは画像データとしてエクスポートできます。

➢ レーン間でのバンドマッチングを行うことにより、レーン間（サンプル間）での対応するバンド
の有無を「0」or「1」のマトリクス形式で表示できます。



④ レーン間（サンプル間）の類似度のマトリクスデータ

➢ 数値データはすべてExcelファイルあるいは画像データとしてエクスポートできます。

➢ 各レーン（各サンプル）のバンド出現パターンから、レーン間（サンプル間）の類似度を
「0～１」の数値でマトリクス形式で表現できます。

➢ 類似度の計算はDice法で行われます。



⑤ 系統樹データ

近隣結合法 平均距離法

➢ 系統樹は画像データとしてエクスポートできます。

➢ 各レーン（各サンプル）のバンド出現パターンから、レーン間（サンプル間）の類似度を系統樹
（近接結合法あるいは平均距離法）として表現できます。



CLIQS 1D Pro ソフトウェア



① 異なるゲル間でのレーン間マッチングの視覚データ

ゲル１

ゲル２

➢ 異なるゲル間の各レーン（各サンプル）のマッチング結果を全体像を視覚的に確認できます。



② 異なるゲル間でのレーン間マッチングの視覚データ

➢ 選択したレーン間のマッチング結果を視覚的に確認できます。



③ レーン間（サンプル間）でのバンドの有無のマトリックスデータ

➢ 数値データはすべてExcelファイルに貼り付けることが可能です。

➢ 異なるゲル間においてレーン間（サンプル間）で対応するバンドの有無を
「0」or「1」のマトリクス形式で表示できます。



④ レーン間（サンプル間）でのバンド量のマトリックスデータ

➢ 数値データはすべてExcelファイルに貼り付けることが可能です。

➢ 異なるゲル間においてレーン間（サンプル間）で対応するバンドのバンド量の
比較データをマトリクス形式で表示できます。



⑤ レーン間（サンプル間）の類似度のマトリクスデータ

➢ 数値データはすべてExcelファイルに貼り付けることができます。

➢ 異なるゲル間において各レーン（各サンプル）のバンド出現パターンから、レーン間（サンプル間）
の類似度を「0～100」の数値でマトリクス形式で表現できます。

➢ 類似度の計算法はDice法、Jaccard法、Jeffrey’s X法、Ochiai法、Band Difference法、Pearson 
Correlation法、Cosine Coefficient法から選択できます。



⑥ 系統樹データ

➢ 系統樹は画像データとしてエクスポートできます。

➢ 各レーン（各サンプル）のバンド出現パターンから、レーン間（サンプル間）の類似度を系統樹
として表現できます。

- 平均距離法（非加重結合法、UPGMA）

- 平均距離法（加重結合法、WPGMA）

- 単連結法（最短距離法、single linkage）

- 完全連結法（最遠距離法、complete linkage）

- ウォード法（Ward’s）


